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 ６月５日（水）、第２回いきいき講

座（健康教室）に20名の参加者とと

もに小国町まで行って来ました。 

 前日のどしゃ降りが嘘のような好天

に恵まれ、温身平セラピーロードを

ゆっくり歩きました。 

 木漏れ日のなか、さわかぜを肌に感

じながら、せせらぎ聞きながら、ブナ

の森をみんなで談笑しながらゆっくり

歩きました。 

 白壁洋子（自然観察指導

員）さんの説明を聞きなが

ら、えェ～？なんで？と驚

き！ながら、ちょっと噛ん

だり、なめたり、匂いを嗅

いだりと大自然を満喫して

きました。 

 5/24（金）自然観察指導員の白壁洋子先生を講師にお招き

し、一郎山自然観察会を開催しました。 

 広幡小学校の１～４年生の児童・先生方と地域の参加希望

者にお集まりいただき、約２時間、子ども達のいつも近くに

ある大自然、一郎山を探索してきました。 

 一郎山には日本で一番大きい葉っぱや、コーラの匂いのす

る葉、リスが食べたあとの松ぼっくりなど発見

がいっぱい！食べられる木の実を食べてみた

り、きれいな花が咲いていれば、この花はなん

ですか？ときいたり、子ども達が興味を持ち、

楽しそうな様子が伝わってきました。 

 最後に２つの学年チームに分かれて話し合

い、一郎山の植物ベスト５を作成しました。 

 見て触れて、匂いをかいで、味わって、時折

ウグイスの鳴き声をきいたり、五感でしっかり

と感じながら学んだ学習会でした。 

 秋にはまた違った顔を見せる一郎山を探検す

る予定です。地域の方の参加も大歓迎ですの

で、興味のある方はぜひご参加ください。 
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 広幡の花を「桔梗」と定め、節目の20年目を迎えまし

た。長きにわたり継続してこられた先輩方のご苦労に敬

意を表します。 

 様々なご意見も耳にしますが、設立当初の「志」を忘

れず次の世代に伝えていけたらと思います。 

 6/9（日）当日の植替え作業は、広幡小関係者（校長

先生をはじめ、児童と保護者の方々）・役員・職員・活動推進

員で行い、地域の花壇は各部落、ボランティア団体の方々を中

心に整備を行っていただきました。 

 今年もグループホーム成島園さんに苗を育てていただきまし

たし、多くの地域の皆さんに支えていただきイベントは無事終

了出来ましたが、花ガラ摘み、種採取と作業はまだまだ続きま

すので末永くかわいがっていただければと思います。 

 「あきらめたらそこで試合終了ですよ」 日常生活でも様々

あるかとは思いますが、ふとした時にもうちょっと頑張ってみ

ようかと思える安西先生の名言です。 

 桔梗の苗をお分けできます。コミセンまでご連絡ください。 

（米沢市消防団第八分団 分団長 山口 純一） 

 地域の皆様には、常日頃から第八分団の活動にご協力いただき誠にあ

りがとうございます。 

 この度の演習では、京塚地内の一郎山を現場とする火災防

御訓練を実施し、安全かつ適切な機械・器具の取り扱いや迅

速かつ確実な伝令の徹底を重点課題として取り組みました。 

 我々消防団は、本業を持ちながらの活動ではありますが、

地域の皆様の生命・財産を守ることが使命であるという思い

の下、できることから地道に、かつ誠実に取り組んでまいる

所存です。しかしながら、一人一人の常日頃の心がけによ

り、災害を未然に防ぐことが最も大事ですので、皆様もお

気をつけくださるようよろしくお願いいたします。 

 また、第八分団は、長年にわたり団員不足に悩まされて

おります。団員の減少や平均年齢の上昇が進むことで、有

事の際に十分な対応を行うことができなくなるおそれがあ

ります。地域の皆様には、我々消防団の活動にご理解をい

ただき、団員の確保についてより一層のご協力を賜ります

ようお願いいたします。 






